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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザ機器に対してコンテンツデータを送信する、需要家の外部に設けられたコンテン
ツ配信装置と、前記コンテンツ配信装置と通信可能であって、前記需要家に設けられる負
荷機器の消費電力量を管理する電力管理装置とを有する電力管理システムにおいて、
　前記電力管理装置は、前記負荷機器の消費電力を前記コンテンツ配信装置に送信し、
　前記コンテンツ配信装置は、前記電力管理装置から受信した前記負荷機器の消費電力お
よび前記負荷機器の設置場所に基づいて前記需要家の行動を推定し、前記需要家の行動に
対応する前記コンテンツデータを前記ユーザ機器に送信することを特徴とする電力管理シ
ステム。
【請求項２】
　前記電力管理装置と前記コンテンツ配信装置との通信はプライバシー保護設定がされて
いないことを特徴とする請求項１に記載の電力管理システム。
【請求項３】
　前記ユーザ機器は、前記電力管理装置又は前記需要家の携帯端末であることを特徴とす
る請求項１又は２に記載の電力管理システム。
【請求項４】
　前記コンテンツ配信装置は、前記需要家の行動を推定した結果に基づいて、前記需要家
の行動に対応するコンテンツデータのカテゴリを決定することを特徴とする請求項１～３
のいずれかに記載の電力管理システム。
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【請求項５】
　前記コンテンツデータは、電子クーポン及び広告情報の少なくとも１つを含むことを特
徴とする請求項１～４のいずれかに記載の電力管理システム。
【請求項６】
　需要家に設けられる負荷機器の消費電力量を管理する電力管理装置と通信可能であり、
ユーザ機器に対してコンテンツデータを送信する、前記需要家の外部に設けられたコンテ
ンツ配信装置であって、
　前記電力管理装置から受信した前記負荷機器の消費電力および前記負荷機器の設置場所
に基づいて前記需要家の行動を推定し、前記需要家の行動に対応する前記コンテンツデー
タを前記ユーザ機器に送信することを特徴とするコンテンツ配信装置。
【請求項７】
　ユーザ機器に対してコンテンツデータを送信する、需要家の外部に設けられたコンテン
ツ配信装置と、前記コンテンツ配信装置と通信可能であって、前記需要家に設けられる負
荷機器の消費電力量を管理する電力管理装置との電力管理方法であって、
　前記電力管理装置が前記負荷機器の消費電力を前記コンテンツ配信装置に送信するステ
ップと、
　前記コンテンツ配信装置が前記電力管理装置から受信した前記負荷機器の消費電力およ
び前記負荷機器の設置場所に基づいて前記需要家の行動を推定し、前記需要家の行動に対
応する前記コンテンツデータを前記ユーザ機器に送信するステップと、を有することを特
徴とする電力管理方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電力の需要家に設けられる負荷機器の消費電力量を管理するための電力管理
システム、コンテンツ配信装置、及び電力管理方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、省エネルギー化に対する関心が高まっており、住宅単位で電力管理を行うための
ＨＥＭＳ（Ｈｏｍｅ　Ｅｎｅｒｇｙ　Ｍａｎａｇｅｍeｎｔ　Ｓｙｓｔｅｍ）や、ビル単
位で電力管理を行うためのＢＥＭＳ（Ｂｕｉｌｄｉｎｇ　Ｅｎｅｒｇｙ　Ｍａｎａｇｅｍ
eｎｔ　Ｓｙｓｔｅｍ）などのシステムが注目されている。
【０００３】
　また、電力の需要家（以下、単に「需要家」という）の外部に設けられたサーバと連携
して、需要家における省エネルギー化を支援するシステムも提案されている（特許文献１
参照。）
【０００４】
　特許文献１に記載のサーバは、需要家から消費電力量の情報を受信し、当該需要家にお
いて過多である消費電力の種別（ピーク電力量、常用電力量、ベース電力量）を判別し、
当該過多である消費電力を削減するために、当該需要家に設けられた負荷機器の何れかを
選択し、当該選択した負荷機器の消費電力を削減するための省エネルギー行動案を当該需
要家に対して送信する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１０－１７６３７３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、特許文献１に記載のシステムは、需要家における消費電力量に応じた省
エネルギー行動案を提供することで、省エネルギー化に寄与することができるものの、ユ
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ーザの現在の状況に応じた付加価値の高いサービスを提供することはできない。
【０００７】
　そこで、本発明は、ユーザに対して付加価値の高いサービスを提供することができる電
力管理システム、コンテンツ配信装置、及び電力管理方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上述した課題を解決するために、本発明は以下のような特徴を有している。
【０００９】
　本発明に係る電力管理システムは、ユーザ機器に対してコンテンツデータを送信する、
需要家の外部に設けられたコンテンツ配信装置と、前記コンテンツ配信装置と通信可能で
あって、前記需要家に設けられる負荷機器の消費電力量を管理する電力管理装置とを有す
る電力管理システムにおいて、前記電力管理装置は、前記負荷機器の消費電力を前記コン
テンツ配信装置に送信し、前記コンテンツ配信装置は、前記電力管理装置から受信した前
記負荷機器の消費電力および前記負荷機器の設置場所に基づいて前記需要家の行動を推定
し、前記需要家の行動に対応する前記コンテンツデータを前記ユーザ機器に送信すること
を特徴とする。
【００１０】
　本発明に係るコンテンツ配信装置は、需要家に設けられる負荷機器の消費電力量を管理
する電力管理装置と通信可能であって、ユーザ機器に対してコンテンツデータを送信する
、前記需要家の外部に設けられたコンテンツ配信装置であって、前記電力管理装置から受
信した前記負荷機器の消費電力および前記負荷機器の設置場所に基づいて前記需要家の行
動を推定し、前記需要家の行動に対応する前記コンテンツデータを前記ユーザ機器に送信
することを特徴とする。
【００１１】
　本発明に係る電力管理方法は、ユーザ機器に対してコンテンツデータを送信する、需要
家の外部に設けられたコンテンツ配信装置と、前記コンテンツ配信装置と通信可能であっ
て、前記需要家に設けられる負荷機器の消費電力量を管理する電力管理装置との電力管理
方法であって、前記電力管理装置が前記負荷機器の消費電力を前記コンテンツ配信装置に
送信するステップと、前記コンテンツ配信装置が前記電力管理装置から受信した前記負荷
機器の消費電力および前記負荷機器の設置場所に基づいて前記需要家の行動を推定し、前
記需要家の行動に対応する前記コンテンツデータを前記ユーザ機器に送信するステップと
、を有することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、ユーザに対して付加価値の高いサービスを提供することができる電力
管理システム、コンテンツ配信装置、及び電力管理方法を提供できる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】実施形態に係るコンテンツ配信システムの全体構成図である。
【図２】実施形態に係るＨＥＭＳの設置環境を示す図である。
【図３】実施形態に係るＨＥＭＳのブロック図である。
【図４】実施形態に係る動作具体例を説明するためのグラフである。
【図５】実施形態に係るコンテンツサーバのブロック図である。
【図６】実施形態に係るＨＥＭＳの動作フロー図である。
【図７】実施形態に係るコンテンツサーバの動作フロー図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　図面を参照して、本発明の実施形態を説明する。以下の実施形態に係る図面において、
同一又は類似の部分には同一又は類似の符号を付す。
【００１５】
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　（全体システム構成）
　図１は、本実施形態に係るコンテンツ配信システムの全体構成図である。
【００１６】
　図１に示すように、本実施形態に係るコンテンツ配信システムは、需要家の宅内に設け
られた複数のセンサ１０及びＨＥＭＳ１００と、コンテンツ配信プロバイダによって管理
されるコンテンツサーバ２００と、を有する。
【００１７】
　ＨＥＭＳ１００は、複数のセンサ１０の出力信号に基づいて、需要家に設けられる複数
の負荷機器１５（図２参照）の消費電力量を管理する。本実施形態においてＨＥＭＳ１０
０は、電力管理装置に相当する。
【００１８】
　ＨＥＭＳ１００及びコンテンツサーバ２００は、インターネット２０を介して相互に通
信を行うことができる。
【００１９】
　コンテンツサーバ２００は、ＨＥＭＳ１００からインターネット２０を介して受信する
情報に基づいて、ＨＥＭＳ１００に対してコンテンツデータを配信する。本実施形態にお
いてコンテンツサーバ２００は、コンテンツ配信装置に相当する。コンテンツデータとは
、例えば電子クーポン、又は広告情報などである。
【００２０】
　ここで、コンテンツサーバ２００は、ＨＥＭＳ１００に対してコンテンツデータを配信
する場合に限らず、ユーザの携帯端末３０（図２参照）などに対してコンテンツデータを
配信してもよい。
【００２１】
　図２は、本実施形態に係るＨＥＭＳ１００の設置環境を示す図である。
【００２２】
　図２に示すように、需要家の宅内において、リビングの負荷機器１５－１（例えば、照
明機器）の消費電力量を計測するためのセンサ１０－１と、キッチンの負荷機器１５－２
（例えば、炊飯器又はＩＨ調理器など）の消費電力量を計測するためのセンサ１０－２と
、が設置されている。
【００２３】
　ＨＥＭＳ１００は、センサ１０－１の出力信号に基づいて、リビングの負荷機器１５－
１の消費電力量を取得する。また、ＨＥＭＳ１００は、センサ１０－２の出力信号に基づ
いて、キッチンの負荷機器１５－２の消費電力量を取得する。
【００２４】
　ＨＥＭＳ１００は、複数の負荷機器１５それぞれの消費電力量に応じて、コンテンツサ
ーバ２００との通信を制御する。本実施形態では、ＨＥＭＳ１００は、複数の負荷機器１
５それぞれの消費電力量に基づいて推定されるユーザの行動に対応するコンテンツデータ
を、コンテンツサーバ２００に対して要求する。
【００２５】
　ＨＥＭＳ１００は、プライバシー保護設定がなされていない場合には、複数の負荷機器
１５それぞれの消費電力量をコンテンツサーバ２００に対して通知してもよい。
【００２６】
　これに対し、プライバシー保護設定がなされている場合には、ＨＥＭＳ１００は、複数
の負荷機器１５それぞれの消費電力量をコンテンツサーバ２００に対して通知することな
く、コンテンツデータをコンテンツサーバ２００に対して要求する。
【００２７】
　コンテンツサーバ２００は、ＨＥＭＳ１００から受信した情報に応じて、複数の負荷機
器１５それぞれの消費電力量に基づいて推定されるユーザの行動に対応するコンテンツデ
ータを、当該ユーザの機器（例えばＨＥＭＳ１００及び／又は携帯端末３０）に対して配
信する。
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【００２８】
　（ＨＥＭＳの構成）
　図３は、ＨＥＭＳ１００のブロック図である。
【００２９】
　図３に示すように、ＨＥＭＳ１００は、センサインターフェイス１１０と、ユーザイン
ターフェイス１２０と、通信部１３０と、記憶部１４０と、制御部１５０と、を有する。
【００３０】
　センサインターフェイス１１０は、制御部１５０の制御下で、複数のセンサ１０との通
信を行うことで、複数のセンサ１０それぞれの出力信号を定期的に取得する。複数のセン
サ１０との通信は、有線通信であってもよく、無線通信であってもよい。センサインター
フェイス１１０は、センサ１０の出力信号を制御部１５０に対して出力する。
【００３１】
　ユーザインターフェイス１２０は、制御部１５０の制御下で、ユーザに対する情報の出
力及びユーザからの情報の入力を行う。ユーザインターフェイス１２０は、例えば、画像
の表示を行うためのディスプレイと、音声の出力を行うためのスピーカと、ユーザ操作を
受け付けるための各種ボタンと、を含む。ただし、ディスプレイ及びボタンは、タッチパ
ネルとして一体化されていてもよい。
【００３２】
　通信部１３０は、ルータなどを介してインターネット２０に接続されており、制御部１
５０の制御下で、コンテンツサーバ２００との通信を行う。
【００３３】
　記憶部１４０は、例えばＨＤＤ及び／又は半導体メモリである。記憶部１４０は、制御
部１５０によって実行されるプログラムと、負荷機器１５に関する情報と、コンテンツサ
ーバ２００に対して要求すべきコンテンツデータに関する情報と、を予め記憶している。
記憶部１４０は、制御部１５０の制御下で、負荷機器１５の消費電力量及び当該消費電力
量に基づく統計情報を記憶する。
【００３４】
　制御部１５０は、例えばＣＰＵである。制御部１５０は、記憶部１４０に記憶されてい
るプログラムを実行することで、以下の制御を行う。
【００３５】
　第１に、制御部１５０は、複数のセンサ１０それぞれの出力信号に基づいて、複数の負
荷機器１５それぞれの消費電力量を取得し、取得した消費電力量を負荷機器１５毎かつ時
間帯毎に記憶部１４０に蓄積する。制御部１５０は、記憶部１４０に蓄積した消費電力量
に対する統計処理を行うことで、統計情報（消費電力量の変動傾向）を負荷機器１５毎に
取得する。消費電力量の変動傾向とは、例えば時間帯毎の平均消費電力量（通常の消費電
力量）を意味する。
【００３６】
　第２に、制御部１５０は、負荷機器１５毎に、現在の消費電力量を、消費電力量の変動
傾向と比較する。制御部１５０は、現在の消費電力量と消費電力量の変動傾向との差分が
閾値以上である負荷機器１５がある場合には、当該負荷機器１５が通常の使用状態とは異
なる状態であると判断する。
【００３７】
　第３に、制御部１５０は、通常の使用状態とは異なる状態にあると判断した負荷機器１
５が設置されている場所（キッチン、リビングなど）に応じて、ユーザの行動を推定する
。制御部１５０は、記憶部１４０を参照して、推定したユーザの行動に対応するコンテン
ツデータのカテゴリを決定する。
【００３８】
　第４に、制御部１５０は、決定したカテゴリの情報を含んだコンテンツデータ配信要求
をコンテンツサーバ２００に対して送信するよう通信部１３０を制御する。
【００３９】
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　このように、コンテンツデータ配信要求をコンテンツサーバ２００に対して送信するこ
とで、消費電力量の情報が需要家の外部に漏れることを防止できるため、ユーザのプライ
バシーを保護することができる。
【００４０】
　ただし、このようなプライバシー保護が必要とされない場合には、制御部１５０は、複
数の負荷機器１５それぞれの消費電力量をコンテンツサーバ２００に対して通知してもよ
い。この場合、上述した第１の処理から第３の処理と同様の処理がコンテンツサーバ２０
０において行われる。
【００４１】
　プライバシー保護設定の有無の情報は、例えば、記憶部１４０に予め記憶されている。
当該情報は、ユーザ操作により手動で更新してもよく、制御部１５０が自動で更新しても
よい。
【００４２】
　ここで、上述した第１の処理から第４の処理の具体例を説明する。図４は、通常時の消
費電力と特定の日の消費電力との差異を検出し、コンテンツデータを要求する場合の具体
例を説明するためのグラフである。
【００４３】
　図４（ａ）は、キッチンの負荷機器１５－２の時間帯別の平均消費電力量を示すグラフ
である。図４（ａ）に示すように、キッチンの負荷機器１５－２は、朝食、昼食、夕食の
時間帯において、消費電力量が多くなる傾向がある。
【００４４】
　図４（ｂ）は、キッチンの負荷機器１５－２及びリビングの負荷機器１５－１それぞれ
の時間帯別の平均消費電力量を示すグラフである。図４（ｂ）に示すように、リビングの
負荷機器１５－１において電力が消費されている場合(すなわち、ユーザが在宅中である
と推定される場合)において、この需要家においては朝食、昼食、夕食の時間帯でキッチ
ンの負荷機器１５－２の消費電力が上昇する傾向がある。
【００４５】
　制御部１５０は、統計処理によってこれらの傾向を導出し、通常の消費電力量の状態と
して負荷機器１５毎に管理する。
【００４６】
　図４（ｃ）は、特定の日の消費電力の推移を示したグラフである。図４（ｃ）に示すよ
うに、リビングの負荷機器１５－１の消費電力量からユーザが在宅である可能性が高いの
にもかかわらず、１８時前から上昇する傾向があるキッチンの負荷機器１５－２の消費電
力量が上昇していない。
【００４７】
　このような状態をトリガとして、制御部１５０は、ユーザが夕食のための調理を行わず
に、外食を行う又は弁当を買うと推定する。そして、制御部１５０は、弁当などの宅配カ
テゴリに属するコンテンツデータ（電子クーポンなど）をコンテンツサーバ２００に要求
する。
【００４８】
　図４（ｃ）においては、１８時前におけるリビングの負荷機器１５－１の消費電力量が
通常通りの状態であるが、当該消費電力量も減少する場合には、制御部１５０は、ユーザ
が外出すると推定し、レストランなどの外食カテゴリに属するコンテンツデータ（電子ク
ーポンなど）をコンテンツサーバ２００に要求する。
【００４９】
　例えば、記憶部１４０は、負荷機器１５と、当該負荷機器１５に関連するユーザの行動
と、当該行動に関連するコンテンツデータのカテゴリと、を予め記憶している。制御部１
５０は、記憶部１４０を参照することで、ユーザの行動を推定したり、コンテンツデータ
のカテゴリを決定したりすることができる。
【００５０】



(7) JP 6142030 B2 2017.6.7

10

20

30

40

50

　（コンテンツサーバの構成）
　図５は、コンテンツサーバ２００のブロック図である。
【００５１】
　図５に示すように、コンテンツサーバ２００は、通信部２１０と、記憶部２２０と、制
御部２３０と、を有する。
【００５２】
　通信部２１０は、ルータなどを介してインターネット２０に接続されており、制御部２
３０の制御下で、ＨＥＭＳ１００との通信を行う。
【００５３】
　記憶部２２０は、例えばＨＤＤ及び／又は半導体メモリである。記憶部２２０は、制御
部２３０によって実行されるプログラムと、負荷機器１５に関する情報と、配信すべきコ
ンテンツデータに関する情報と、を予め記憶している。また、記憶部２２０は、制御部２
３０の制御下で、負荷機器１５の消費電力量及び当該消費電力量に基づく統計情報を記憶
する。
【００５４】
　制御部２３０は、例えばＣＰＵである。制御部２３０は、記憶部２２０に記憶されてい
るプログラムを実行することで、以下の制御を行う。
【００５５】
　通信部２１０がコンテンツデータ配信要求をＨＥＭＳ１００から受信する場合において
、制御部２３０は、当該コンテンツデータ配信要求に含まれるカテゴリ（宅配、レストラ
ンなど）に応じて、当該カテゴリに合致するコンテンツデータをＨＥＭＳ１００に対して
配信するよう通信部２１０を制御する。ただし、ＨＥＭＳ１００に対応付けられた他の配
信先（例えば、携帯端末３０のアドレス）が予め設定されている場合には、当該他の配信
先に対してコンテンツデータを配信してもよい。
【００５６】
　これに対し、通信部２１０が消費電力量の通知をＨＥＭＳ１００から受信する場合にお
いて、制御部２３０は、以下の制御を行う。
【００５７】
　第１に、制御部２３０は、消費電力量を負荷機器１５毎かつ時間帯毎に記憶部２２０に
蓄積する。制御部２３０は、記憶部２２０に蓄積した消費電力量に対する統計処理を行う
ことで、統計情報（消費電力量の変動傾向）を負荷機器１５毎に取得する。消費電力量の
変動傾向とは、例えば時間帯毎の平均消費電力量（通常の消費電力量）を意味する。
【００５８】
　第２に、制御部２３０は、負荷機器１５毎に、現在の消費電力量を、消費電力量の変動
傾向と比較する。制御部２３０は、現在の消費電力量と消費電力量の変動傾向との差分が
閾値以上である負荷機器１５がある場合には、当該負荷機器１５が通常の使用状態とは異
なる状態であると判断する。
【００５９】
　第３に、制御部２３０は、通常の使用状態とは異なる状態にあると判断した負荷機器１
５が設置されている場所（キッチン、リビングなど）に応じて、ユーザの行動を推定する
。制御部２３０は、記憶部２２０を参照して、推定したユーザの行動に対応するコンテン
ツデータのカテゴリを決定する。
【００６０】
　例えば、記憶部２２０は、負荷機器１５と、当該負荷機器１５に関連するユーザの行動
と、当該行動に関連するコンテンツデータのカテゴリと、を予め記憶している。制御部２
３０は、記憶部２２０を参照することで、ユーザの行動を推定したり、コンテンツデータ
のカテゴリを決定したりすることができる。
【００６１】
　第４に、制御部２３０は、決定したカテゴリに合致するコンテンツデータをＨＥＭＳ１
００に対して配信するよう通信部２１０を制御する。ただし、ＨＥＭＳ１００に対応付け
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られた他の配信先（例えば、携帯端末３０のアドレス）が予め設定されている場合には、
当該他の配信先に対してコンテンツデータを配信してもよい。
【００６２】
　（動作フロー）
　以下において、ＨＥＭＳ１００及びコンテンツサーバ２００それぞれの動作フローにつ
いて説明する。
【００６３】
　図６は、ＨＥＭＳ１００の動作フロー図である。
【００６４】
　図６に示すように、ステップＳ１０１において、制御部１５０は、複数のセンサ１０そ
れぞれの出力信号に基づいて、複数の負荷機器１５それぞれの消費電力量を取得し、取得
した消費電力量を負荷機器１５毎かつ時間帯毎に記憶部１４０に蓄積する。
【００６５】
　ステップＳ１０２において、制御部１５０は、記憶部１４０に蓄積した消費電力量に対
する統計処理を行うことで、統計情報（消費電力量の変動傾向）を負荷機器１５毎に取得
する。
【００６６】
　ステップＳ１０３において、制御部１５０は、プライバシー保護設定の有無を確認する
。プライバシー保護設定がなされている場合（ステップＳ１０３；ＹＥＳ）、制御部１５
０は、処理をステップＳ１０４に進める。これに対し、プライバシー保護設定がなされて
いない場合（ステップＳ１０３；ＮＯ）、制御部１５０は、処理をステップＳ１０６に進
める。
【００６７】
　ステップＳ１０４において、制御部１５０は、負荷機器１５毎に、現在の消費電力量を
、通常の消費電力量（変動傾向）と比較する。
【００６８】
　現在の消費電力量と消費電力量の変動傾向との差分が閾値以上である負荷機器１５があ
る場合（ステップＳ１０４；ＹＥＳ）、制御部１５０は、当該負荷機器１５が通常の使用
状態とは異なる状態であると判断し、処理をステップＳ１０５に進める。これに対し、現
在の消費電力量と消費電力量の変動傾向との差分が閾値以上である負荷機器１５が無い場
合（ステップＳ１０４；ＮＯ）、制御部１５０は、処理をステップＳ１０１に戻す。
【００６９】
　ステップＳ１０５において、制御部１５０は、通常の使用状態とは異なる状態にあると
判断した負荷機器１５が設置されている場所（キッチン、リビングなど）に応じて、ユー
ザの行動を推定して、当該推定したユーザの行動に対応するコンテンツデータのカテゴリ
を決定する。
【００７０】
　ステップＳ１０６において、制御部１５０は、決定したカテゴリの情報を含んだコンテ
ンツデータ配信要求、又は消費電力量の通知をコンテンツサーバ２００に対して送信する
よう通信部１３０を制御する。
【００７１】
　ステップＳ１０７において、通信部１３０は、コンテンツサーバ２００からのコンテン
ツデータを受信する。当該コンテンツデータの受信が完了した場合（ステップＳ１０８；
ＹＥＳ）、ステップＳ１０９において、制御部１５０は、当該コンテンツデータを表示す
るようユーザインターフェイス１２０を制御する。或いは、制御部１５０は、他の配信先
（例えば携帯端末３０のアドレス）が予め設定されている場合には、当該他の配信先に対
してコンテンツデータを転送するよう通信部１３０を制御してもよい。
【００７２】
　図７は、コンテンツサーバ２００の動作フロー図である。
【００７３】
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　図７に示すように、ステップＳ２０１において、制御部２３０は、通信部２１０がＨＥ
ＭＳ１００からの消費電力量の通知を受信したか、コンテンツデータ配信要求を受信した
かを確認する。消費電力量の通知を受信した場合（ステップＳ２０１；ＹＥＳ）、制御部
２３０は、処理をステップＳ２０２に進める。これに対し、コンテンツデータ配信要求を
受信した場合（ステップＳ２０１；ＮＯ）、制御部２３０は、処理をステップＳ２０５に
進める。
【００７４】
　ステップＳ２０２において、制御部２３０は、複数の負荷機器１５それぞれの消費電力
量を通信部２１０により取得し、消費電力量を負荷機器１５毎かつ時間帯毎に記憶部２２
０に蓄積する。制御部２３０は、記憶部２２０に蓄積した消費電力量に対する統計処理を
行うことで、統計情報（消費電力量の変動傾向）を負荷機器１５毎に取得する。
【００７５】
　ステップＳ２０３において、制御部２３０は、負荷機器１５毎に、現在の消費電力量を
、消費電力量の変動傾向と比較する。現在の消費電力量と消費電力量の変動傾向との差分
が閾値以上である負荷機器１５がある場合（ステップＳ２０３；ＹＥＳ）、制御部１５０
は、当該負荷機器１５が通常の使用状態とは異なる状態であると判断し、処理をステップ
Ｓ２０４に進める。これに対し、現在の消費電力量と消費電力量の変動傾向との差分が閾
値以上である負荷機器１５が無い場合（ステップＳ２０３；ＮＯ）、制御部１５０は、処
理をステップＳ２０１に戻す。
【００７６】
　ステップＳ２０４において、制御部２３０は、通常の使用状態とは異なる状態にあると
判断した負荷機器１５が設置されている場所（キッチン、リビングなど）に応じて、ユー
ザの行動を推定して、当該推定したユーザの行動に対応するコンテンツデータのカテゴリ
を決定する。
【００７７】
　ステップＳ２０５において、制御部２３０は、カテゴリに合致するコンテンツデータを
ＨＥＭＳ１００に対して配信するよう通信部２１０を制御する。ただし、ＨＥＭＳ１００
に対応付けられた他の配信先（例えば、携帯端末３０のアドレス）が予め設定されている
場合には、当該他の配信先に対してコンテンツデータを配信してもよい。
【００７８】
　（まとめ）
　以上説明したように、ＨＥＭＳ１００は、複数の負荷機器１５それぞれの消費電力量に
基づいて推定されるユーザの行動に対応するコンテンツデータを、コンテンツサーバ２０
０に対して要求する。これにより、ユーザは、自らの行動に応じたサービスをコンテンツ
サーバ２００から受けることができる。
【００７９】
　本実施形態では、複数の負荷機器１５のうち所定の負荷機器１５の現在の消費電力量と
、当該所定の負荷機器１５の通常の消費電力量と、の差分が閾値以上である場合において
、ＨＥＭＳ１００は、当該所定の負荷機器１５が設置された場所に応じて推定されるユー
ザの行動に対応するコンテンツデータを、コンテンツサーバ２００に対して要求する。こ
れにより、ある負荷機器１５の消費電力量の状況が通常とは異なることをトリガとして、
当該負荷機器１５が設置された場所に応じてユーザの行動が推定されるため、ユーザの行
動を精度よく推定することができる。
【００８０】
　本実施形態では、ＨＥＭＳ１００は、プライバシー保護設定がなされていない場合には
、消費電力量をコンテンツサーバ２００に対して通知し、プライバシー保護設定がなされ
ている場合には、消費電力量をコンテンツサーバ２００に対して通知することなく、コン
テンツデータをコンテンツサーバ２００に対して要求する。これにより、ユーザのプライ
バシーを保護すべき場合において、消費電力量の情報をアップロードせずに秘密の状態に
しておくことができる。
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【００８１】
　コンテンツサーバ２００は、複数の負荷機器１５それぞれの消費電力量に基づいて推定
されるユーザの行動に対応するコンテンツデータを、当該ユーザの機器（例えば、携帯端
末３０、又はＨＥＭＳ１００）に対して配信する。これにより、ユーザの行動に応じたサ
ービスを当該ユーザに対して提供することができる。
【００８２】
　本実施形態では、複数の負荷機器１５のうち所定の負荷機器１５の現在の消費電力量と
、当該所定の負荷機器１５の通常の消費電力量と、の差分が閾値以上である場合において
、コンテンツサーバ２００は、当該所定の負荷機器１５が設置された場所に応じて推定さ
れるユーザの行動に対応するコンテンツデータを、ユーザの機器（例えば、携帯端末３０
、又はＨＥＭＳ１００）に対して配信する。これにより、ある負荷機器１５の消費電力量
の状況が通常とは異なることをトリガとして、当該負荷機器１５が設置された場所に応じ
てユーザの行動が推定されるため、ユーザの行動を精度よく推定することができる。
【００８３】
　本実施形態では、コンテンツサーバ２００は、ＨＥＭＳ１００においてプライバシー保
護設定がなされていない場合には、消費電力量の通知をＨＥＭＳ１００から受信し、ＨＥ
ＭＳ１００においてプライバシー保護設定がなされている場合には、消費電力量の通知を
ＨＥＭＳ１００から受信することなく、コンテンツデータの配信要求をＨＥＭＳ１００か
ら受信する。これにより、ユーザのプライバシーを保護すべき場合において、消費電力量
の情報をＨＥＭＳ１００から受信せずに秘密の状態にしておくことができる。
【００８４】
　［その他の実施形態］
　この開示の一部をなす論述及び図面はこの発明を限定するものであると理解すべきでは
ない。この開示から当業者には様々な代替実施形態、実施例及び運用技術が明らかとなる
。
【００８５】
　例えば、上述した実施形態では、本発明に係る電力管理装置としてのＨＥＭＳ１００に
ついて説明した。しかしながら、ＨＥＭＳ１００に限らず、ビル単位で電力管理を行うＢ
ＥＭＳなどを本発明に係る電力管理装置としてもよい。
【符号の説明】
【００８６】
　１０…センサ、１５…負荷機器、２０…インターネット、３０…携帯端末、１００…Ｈ
ＥＭＳ、１１０…センサインターフェイス、１２０…ユーザインターフェイス、１３０…
通信部、１４０…記憶部、１５０…制御部、２００…コンテンツサーバ、２１０…通信部
、２２０…記憶部２３０…制御部
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